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合

同
中

間
レ
ビ

ュ
ー
報

告
書
 

別
添
６
の

P
D

M
2
案
誤

記
訂

正
版

 
（

仮
訳

・
直

訳
）

 

1
 

1
. 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
タ

イ
ト

ル
:「

エ
ー

ヤ
ー

ワ
デ

ィ
・
デ

ル
タ

住
民

参
加

型
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
総

合
管

理
計

画
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
 
 
 

P
D

M
 
バ

ー
ジ

ョ
ン

: 
2
 

2
. 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

：
2
0
0
7

年
4

月
～

2
0
1
3

年
3

月
: 

 
 
  

 
 

 
 

 
 
 
  

 
  

 
  

  
 

 
 

 
承

認
日

: 
*
*
*
*
* 

3
. 

対
象

地
域

: 
エ

ー
ヤ

ー
ワ

デ
ィ

・
デ

ル
タ

内
の

4
ヶ

所
の

保
全

林
区

（
Ｒ

Ｆ
）
 
（
チ

ャ
カ

ク
イ

ン
パ

ク
、

ピ
ナ

ラ
ン

、
カ

ド
ン

カ
ニ

、
ピ

ン
ダ

イ
エ

）
 

4
．

受
益

者
: 
4

ヶ
所

の
R

F
に

お
い

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
林

業
（
C

F
）
を

実
践

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

及
び

ミ
ャ

ン
マ

ー
国

林
業

省
森

林
局

の
C

F
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

（
C

F
T
F
）
メ

ン
バ

ー
と

そ
の

他
の

関
連

職
員

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
要

約
 

客
観

的
に

検
証

可
能

な
指

標
 

指
標

入
手

手
段

 
外

部
条

件
 

上
位

目
標

：
 

エ
ー

ヤ
ー

ワ
デ

ィ
・
デ

ル
タ

内
の

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

林

が
持

続
的

に
管

理
さ

れ
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
貧

困
が

緩
和

さ
れ

る
 

a.
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
か

ら
3

年
以

内
に

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域

に
お

い
て

、
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
林

の
被

覆
面

積
が

 
 
X
 a

c
re

s 
(Y

 

h
a)

 (
*1

) 
増

加
す

る
 

b.
 
対

象
地

域
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
所

得
水

準
が

2
0
0
4

年
に

比
べ

て
上

が
る

。
 

a.
 
森

林
局

に
よ

る
森

林

資
源

ア
セ

ス
メ

ン
ト

（
リ

モ
ー

ト
・
セ

ン
シ

ン
グ

）

b.
農

業
セ

ン
サ

ス
報

告
書

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

: 

エ
ー

ヤ
ー

ワ
デ

ィ
・
デ

ル
タ

内
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

が
実

施
さ

れ
る

地
域

に
お

い
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
林

が
持

続
的

に
共

生
す

る
 

a.
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
が

実
施

さ
れ

た
地

域
（
Ｃ

Ｆ
植

林
地

、
Ｃ

Ｆ
－

天
然

林
改

善
施

業
（
Ｎ

Ｆ
ＩＯ

）
対

象

地
、

及
び

ア
ク

シ
ョ

ン
・
リ

サ
ー

チ
用

植
林

地
）
に

お
い

て
、

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

林
の

被
覆

面
積

が
、

基
準

年
（
2
0
0
9

年
）
に

比
べ

て
、

X

エ
ー

カ
ー

 
(Y

 h
a)

 (
*
2
) 

増
加

す
る

  

b.
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

に
、

2
0
1
1

年
に

再
選

定
さ

れ
た

全
て

の
対

象
Ｃ

Ｆ
ユ

ー
ザ

ー
・
グ

ル
ー

プ
（
C

F
Ｕ

Ｓ
Ｇ

）
の

登
録

メ
ン

バ
ー

の
8

割
以

上
が

、
C

F
を

有
用

だ
と

み
な

す
 

a.
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告

書
 

b.
 
C

F
 
イ

ン
パ

ク
ト

調

査
の

結
果

 

1 
Ｃ

Ｆ
生

産
物

に
有

利
な

市
場

が
存

在

す
る

 

2
 R

F
4

ヶ
所

の
管

理
に

関
す

る
森

林
局

の
方

針
が

大
幅

に
変

わ
ら

な
い

 

3 
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
林

の
持

続
的

管
理

の

た
め

に
、

十
分

な
財

政
的

そ
の

他
の

資
源

が
配

分
さ

れ
る

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

：
 

1
. 

選
定

さ
れ

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が

環
境

的
に

も
、

経

済
的

に
も

持
続

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

林
業

（
Ｃ

Ｆ
）

を
実

践
す

る
 

1
a 

2
0
1
1

年
7

月
ま

で
に

、
2
0
1
1

年
3

月
に

再
選

定
さ

れ
た

C
F
U

S
G

の
全

て
の

Ｃ
Ｆ

管
理

計
画

が
作

成
/
更

新
さ

れ
る

 

1
b 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
、

2
0
1
1

年
に

再
選

定
さ

れ
た

全
て

の
対

象
C

F
U

S
G

の
運

営
委

員
会

（
M

C
）
の

組
織

能
力

が
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
設

定
す

る
Ｘ

段
階

評
価

の
Ｙ

以
上

の
水

準
に

達
す

る
 

1
c
 

2
0
1
1

年
に

再
選

定
さ

れ
た

す
べ

て
の

C
F
U

S
G

の
承

認
さ

れ
た

Ｃ
Ｆ

管
理

計
画

（
C

F
植

林
・
N

F
IO

を
含

む
）
が

、
年

間
計

画
に

基

づ
き

、
実

行
さ

れ
る

 

1
d 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
、

Ｘ
エ

ー
カ

ー
（
Y
h
a）

（
注

3
）
以

上
の

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

林
が

、
2
0
1
1

年
に

再
選

定
さ

れ
た

C
F
U

S
G

に
よ

っ
て

、
承

認
さ

れ
た

Ｃ
Ｆ

管
理

計
画

に
基

づ
き

、
復

旧
・
管

理
さ

れ
る

(C
F
 
植

林
、

Ｎ
Ｆ

ＩＯ
を

含
む

) 

1
e
  

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
、

2
0
1
1

年
に

再
選

定
さ

れ
た

す
べ

て
の

活
発

な
C

F
U

S
G

が
、

承
認

さ
れ

た
C

F
管

理
計

画
に

記
さ

れ

た
C

F
活

動
及

び
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

支
援

す
る

所
得

創
出

活
動

に
よ

っ
て

、
利

益
を

得
る

 

1
a:

 C
F

管
理

計
画

 
 

1
b~

1
e
: 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
 

1
 
対

象
Ｒ

Ｆ
4

箇
所

に
お

い
て

、
急

激
な

人
口

増
加

が
な

い
 

2
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
林

を
他

の
土

地

利
用

に
転

換
す

る
外

部
圧

力

が
増

加
し

な
い

 
 

2
. 

森
林

局
の

Ｃ
Ｆ

管
理

・
支

援
体

制
が

効
果

的
で

あ
る

 

2
a 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
2

年
以

上
従

事
し

て
い

る
Ｃ

Ｆ
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

技
術

メ
ン

バ
ー

の
Ｘ

％
が

、
Ｃ

Ｆ
管

理

及
び

普
及

・
支

援
に

つ
い

て
、

平
均

し
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

職
位

別
に

設
定

し
た

Ｙ
段

階
評

価
の

Ｚ
以

上
の

水
準

に
達

す
る

 

2
b 

2
0
0
1

年
に

再
選

定
さ

れ
た

Ｃ
Ｆ

Ｕ
Ｓ

Ｇ
の

登
録

メ
ン

バ
ー

の
8

割
以

上
が

、
自

身
の

受
け

た
Ｃ

Ｆ
普

及
サ

ー
ビ

ス
の

「
理

解
度

」
「
適

用
度

」
「
満

足
度

」
に

つ
い

て
、

 
平

均
で

3
段

階
の

中
以

上
の

評
価

を
与

え
る

。
 

2
c
  

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
、

森
林

局
局

長
に

よ
る

確
認

と
さ

ら
な

る
措

置
の

た
め

に
、

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

林
の

Ｃ
Ｆ

の
た

め
の

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
研

修
資

料
を

含
む

）
が

、
既

存
の

も
の

を
も

と
に

開
発

さ
れ

る
(英

語
・
ミ

ャ
ン

マ
ー

語
) 

2
d 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
、

森
林

局
局

長
に

よ
る

確
認

と
さ

ら
な

る
措

置
の

た
め

に
、

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

林
の

Ｃ
Ｆ

の
た

め
の

標
準

作
業

手
順

書
（
S
O

P
）
)が

、
森

林
局

の
既

存
の

S
O

P
 (

局
令

や
C

F
令

) 
を

も
と

に
作

成
さ

れ
る

(英
語

・
ミ

ャ
ン

マ
ー

語
) 

2
a~

2
d:

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

報
告

書
 

3
. 

エ
ー

ヤ
ー

ワ
デ

ィ
・
デ

ル
タ

の
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
林

及
び

関
連

林
の

復
旧

と
管

理
に

関
す

る
い

く
つ

か
の

造
林

技
術

が
確

立
さ

れ
る

 

3
a 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
、

ア
ク

シ
ョ

ン
・
リ

サ
ー

チ
（
A

R
）
に

関
す

る
技

術
報

告
書

が
作

成
さ

れ
る

（
英

語
・
ミ

ャ
ン

マ
ー

語
）
 

3
b 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
、

A
R

の
結

果
に

基
づ

い
て

作
成

さ
れ

た
、

エ
ー

ヤ
ー

ワ
デ

ィ
・
デ

ル
タ

の
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
林

・
関

連
林

の
復

旧
・
管

理
に

関
す

る
、

現
場

職
員

向
け

の
造

林
技

術
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

発
行

さ
れ

る
（
英

語
・
ミ

ャ
ン

マ
ー

語
）
 

3
a~

3
b
:プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

 

4
. 

エ
ー

ヤ
ー

ワ
デ

ィ
・
デ

ル
タ

の
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
林

減
少

の
根

本
原

因
に

対
処

す
る

た
め

に
、

主
要

セ
ク

タ
ー

間
の

調
整

メ
カ

ニ
ズ

ム
が

構
築

さ
れ

る
 

4
a 

 2
0
1
1
,年

1
2

月
ま

で
に

、
森

林
局

に
よ

っ
て

、
関

連
省

庁
間

調
整

会
合

が
開

か
れ

る
 

4
b 

 対
象

地
域

の
土

地
利

用
情

報
が

2
0
0
7

年
、

2
0
0
9

年
、

2
0
1
2

年
の

衛
星

画
像

を
基

に
更

新
さ

れ
る

 

4
c
 

関
連

省
庁

間
調

整
会

合
に

お
い

て
、

上
記

土
地

利
用

情
報

が
協

議
の

た
め

に
共

有
さ

れ
る

。
 
 

4
d 

 関
連

セ
ク

タ
ー

の
シ

ナ
ジ

ー
を

促
進

す
る

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
が

毎
年

開
催

さ
れ

る
 

4
e
 
対

象
地

域
の

ド
ナ

ー
/
Ｎ

Ｇ
Ｏ

調
整

会
合

が
森

林
局

に
よ

っ
て

、
年

1
回

開
か

れ
る

 

4
a

会
合

の
記

録
 
 

4
b:

土
地

利
用

図
 

4
c
:会

合
の

記
録

 

4
d
:プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告

書
 

4
e
:会

合
の

記
録

 

X
 (
2
0
0
8

年
5

月
の

サ
イ

ク
ロ

ン
・
ナ

ル
ギ

ス
後

の
追

加
的

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

) 

 
サ

イ
ク

ロ
ン

・
ナ

ル
ギ

ス
の

被
害

か
ら

の
復

興
が

促
進

さ
れ

る
 

xa
. 
2
0
0
9

年
3

月
ま

で
に

、
対

象
地

域
の

ハ
ザ

ー
ド

・
マ

ッ
プ

が
、

衛
星

画
像

（
2
0
0
9

年
）
に

基
づ

い
て

作
成

さ
れ

る
 

xb
 2

0
1
0

年
3

月
ま

で
に

、
対

象
地

域
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
の

被
災

・
復

興
調

査
結

果
が

ま
と

め
ら

れ
る

 

xc
2
0
1
0

年
3

月
ま

で
に

、
各

R
F

に
お

い
て

、
耐

サ
イ

ク
ロ

ン
の

強
化

構
造

を
備

え
た

Ｃ
Ｆ

普
及

・
苗

畑
セ

ン
タ

ー
が

、
再

建
さ

れ
る

 

xd
 2

0
0
9
～

2
01

0
年

に
、

森
林

局
及

び
協

力
機

関
の

災
害

復
旧

・
防

災
事

業
に

必
要

な
資

材
が

、
ニ

ー
ズ

に
応

じ
て

提
供

さ
れ

る
 

xe
 2

0
1
1

年
1
2

月
ま

で
に

、
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
の

植
生

復
旧

状
況

に
関

す
る

デ
ー

タ
が

ま
と

め
ら

れ
る

 

xa
:ハ

ザ
ー

ド
・
マ

ッ
プ

 

xb
-
e
:プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

報
告

書
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合

同
中

間
レ
ビ

ュ
ー
報

告
書
 

別
添
６
の

P
D

M
2
案
誤

記
訂

正
版

 
（

仮
訳

・
直

訳
）

 

2
 

活
動

: 

1
-
1
  

Ｃ
Ｆ

に
関

心
を

示
す

村
落

の
中

か
ら

Ｃ
Ｆ

を
導

入
す

る
村

落
を

選
定

す
る

. 

1
-
2
  

選
定

し
た

村
落

の
基

本
的

社
会

経
済

状
況

の
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
調

査
を

行
う

 

1
-
3
  

選
定

し
た

村
落

に
お

い
て

、
Ｃ

Ｆ
Ｕ

Ｓ
Ｇ

を
組

織
化

/
再

組
織

化
す

る
 

1
-
4
  

Ｃ
Ｆ

Ｕ
Ｓ

Ｇ
に

対
し

、
Ｃ

Ｆ
管

理
計

画
及

び
Ｃ

Ｆ
証

書
の

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

作
成

/
更

新
を

、
参

加
型

計
画

プ
ロ

セ
ス

を
通

し
て

支
援

す
る

 

1
-
5
 

森
林

局
Ｃ

Ｆ
令

に
則

り
、

上
記

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

に
基

づ
き

、
Ｃ

Ｆ
Ｕ

Ｓ
Ｇ

に
対

し
て

、
Ｃ

Ｆ
証

書
を

発
行

す
る

 

1
-
6
  

Ｃ
Ｆ

Ｕ
Ｓ

Ｇ
に

対
し

、
承

認
さ

れ
た

Ｃ
Ｆ

管
理

計
画

実
施

を
支

援
す

る
 
 

1
-
7
  

Ｃ
Ｆ

Ｕ
Ｓ

Ｇ
の

所
得

水
準

向
上

の
た

め
の

様
々

な
能

力
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
、

水
産

局
（
Ｄ

Ｏ
Ｆ

）
、

ミ
ャ

ン
マ

ー
農

業
サ

ー
ビ

ス
（
Ｍ

Ａ
Ｓ

）
と

い
っ

た
協

力
機

関
等

と
連

携
し

て
、

実
施

す
る

 

1
-
8
  

承
認

さ
れ

た
Ｃ

Ｆ
管

理
計

画
の

Ｃ
Ｆ

Ｕ
Ｓ

Ｇ
に

よ
る

実
施

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
＆

評
価

す
る

 

1
-
9
  

Ｃ
Ｆ

Ｕ
Ｓ

Ｇ
メ

ン
バ

ー
の

生
計

に
お

け
る

Ｃ
Ｆ

の
効

果
に

つ
い

て
イ

ン
パ

ク
ト

調
査

を
行

う
 

投
入

 

<
ミ

ャ
ン

マ
ー

側
>
 
 

人
員

 
(C

F
T
F

メ
ン

バ
ー

) 
 

1
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
 

2
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
 

3
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
 

4
 

フ
ィ

ー
ル

ド
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
 
 

5
 

他
の

Ｃ
Ｆ

Ｔ
Ｆ

メ
ン

バ
ー

 

6
 

そ
の

他
、

必
要

に
応

じ
て

互
い

に
合

意
し

た
人

員
 
 

 土
地

・
建

物
・
施

設
 

1
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
必

要
な

オ
フ

ィ
ス

・
ビ

ル
及

び
施

設
 

2
 

日
本

人
専

門
家

・
関

連
ス

タ
ッ

フ
に

必
要

な
オ

フ
ィ

ス
・

ス
ペ

ー
ス

と
必

要
施

設
 

3
 

ア
ク

シ
ョ

ン
・
リ

サ
ー

チ
用

地
 

4
 

ボ
ー

ト
と

車
両

の
保

管
に

必
要

な
桟

橋
・
ス

ペ
ー

ス
 

5
) 

そ
の

他
、

必
要

に
応

じ
て

互
い

に
合

意
し

た
施

設
 

 ロ
ー

カ
ル

・
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ナ

ル
・
コ

ス
ト

 

5
年

間
で

最
低

 
U

S
$
1
0
0
,0

0
0 

相
当

 

 <
日

本
側

 
>
 

人
員

 

1
 

チ
ー

フ
・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
 

2
 

参
加

型
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
開

発
 
 

3
 

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

・
フ

ォ
レ

ス
ト

リ
 
 

4
 

業
務

調
整

 
 

5
 

相
互

の
合

意
に

基
づ

く
特

定
分

野
の

そ
の

他
の

専
門

家
 
(例

：
普

及
、

Ｇ
ＩＳ

、
ア

グ
ロ

フ
ォ

レ
ス

ト
リ

、
養

魚
、

林
産

加
工

品
生

産
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
・
流

通
) 

 

 機
器

材
 

1
. 

ボ
ー

ト
 

2
. 

車
両

 

3
. 

そ
の

他
の

機
材

は
、

必
要

で
あ

れ
ば

、
互

い
の

合
意

に
基

づ
き

供
与

さ
れ

る
。

 

 研
修

員
受

け
入

れ
 

 ロ
ー

カ
ル

・
コ

ス
ト

 

1
 
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
林

の

復
旧

に
影

響
を

与
え

る
よ

う
な

甚
大

な
自

然
災

害
が

起
ら

な
い

(例
：
サ

イ
ク

ロ
ン

、
津

波
、

洪
水

、
病

虫
害

) 
 

2
 
関

連
機

関
及

び
関

係

者
が

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

林
の

持
続

的
管

理
促

進
を

支
持

す
る

 

 前
提

条
件

 
1

保
全

林
区

内
の

住
民

が
共

有
林

令
を

受
容

す
る

。
 

2
共

有
林

令
に

関
す

る

政
府

の
政

策
に

変
更

が
無

い
。
 

2
-
1
  

総
合

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

管
理

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
ＩＭ

Ｍ
Ｐ

）
の

Ｃ
Ｆ

関
連

箇
所

の
レ

ビ
ュ

ー
に

基
づ

き
、

Ｃ
Ｆ

管
理

(*
4

) ）
及

び
Ｃ

Ｆ
普

及
・
支

援
 
(*

5
)に

必
要

な
活

動
を

Ｒ

Ｆ
ご

と
に

特
定

す
る

 

2
-
2
  

特
定

さ
れ

た
活

動
に

対
す

る
Ｃ

Ｆ
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

（
Ｃ

Ｆ
Ｔ

Ｆ
）
技

術
メ

ン
バ

ー
 
( *

6
) 

の
役

割
と

責
任

を
確

認
す

る
 

2
-
3
  

特
定

さ
れ

た
活

動
を

実
施

す
る

た
め

Ｃ
Ｆ

Ｔ
Ｆ

技
術

メ
ン

バ
ー

の
ニ

ー
ズ

（
例

：
資

金
、

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ッ

ク
ス

、
人

材
開

発
ニ

ー
ズ

）
を

評
価

す
る

 

2
-
4
 
 

上
記

の
人

材
開

発
ニ

ー
ズ

評
価

に
基

づ
き

、
研

修
計

画
・
教

材
を

作
成

す
る

 
 

2
-
5
  

上
記

研
修

計
画

に
基

づ
き

、
Ｃ

Ｆ
Ｔ

Ｆ
技

術
メ

ン
バ

ー
に

研
修

を
行

う
 

2
-
6
 

各
Ｒ

Ｆ
に

お
い

て
、

Ｃ
Ｆ

普
及

・
苗

畑
セ

ン
タ

ー
を

建
設

/
改

修
す

る
 

2
-
7
 

各
Ｒ

Ｆ
に

お
い

て
、

Ｃ
Ｆ

Ｕ
Ｓ

Ｇ
へ

の
普

及
サ

ー
ビ

ス
・
支

援
を

提
供

す
る

 

2
-
8
 

Ｃ
Ｆ

及
び

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

林
保

全
に

関
す

る
広

報
活

動
を

行
う

 

2
-
9
 

森
林

局
の

既
存

Ｓ
Ｏ

Ｐ
（
局

令
等

）
及

び
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
か

ら
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

も
と

に
、

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

林
の

Ｃ
Ｆ

に
関

す
る

詳
細

な
Ｓ

Ｏ
Ｐ

を
作

成
す

る

3
-
1
  

エ
ー

ヤ
-
 

ワ
デ

ィ
・
デ

ル
タ

の
生

態
-
地

理
的

ゾ
ー

ン
・
管

理
ゾ

ー
ン

ご
と

に
、

Ｃ
Ｆ

及
び

非
Ｃ

Ｆ
の

た
め

の
造

林
技

術
を

特
定

す
る

調
査

を
実

施
す

る
 

3
-
2
  

特
定

さ
れ

た
造

林
技

術
（
例

：
苗

木
生

産
、

植
え

付
け

設
計

・
方

法
、

伐
、

枝
打

ち
、

森
林

管
理

）
ご

と
に

ア
ク

シ
ョ

ン
・
リ

サ
ー

チ
（
Ａ

Ｒ
）
試

験
を

設
計

す
る

 
 

3
-
3
  

各
Ｒ

Ｆ
に

お
い

て
Ａ

Ｒ
試

験
を

実
施

す
る

 

3
-
4
  

Ａ
Ｒ

の
植

林
地

に
お

い
て

、
定

期
的

な
技

術
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
及

び
初

期
評

価
を

実
施

す
る

 

3
-
5
  

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

林
の

A
R

に
関

す
る

技
術

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る
 

3
-
6
 

Ａ
Ｒ

の
フ

ァ
イ

ン
デ

ィ
ン

グ
に

基
づ

き
、

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

林
の

復
旧

・
管

理
に

関
す

る
技

術
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

す
る

 

4
-
1 

州
（
リ

ー
ジ

ョ
ン

）
レ

ベ
ル

で
、

エ
ー

ヤ
ー

ワ
デ

ィ
・
デ

ル
タ

の
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
林

減
少

の
根

本
原

因
を

検
討

す
る

た
め

に
、

関
連

省
庁

（
例

：
農

業
、

水
産

、
定

住
・
土

地
記

録
）
の

調
整

会
合

を
開

く
 

4
-
2 

調
整

会
合

メ
ン

バ
ー

の
協

議
に

資
す

る
た

め
に

、
デ

ル
タ

地
域

の
総

合
的

森
林

資
源

評
価

及
び

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

林
の

転
用

情
報

を
含

む
土

地
利

用
情

報
を

、

最
新

の
衛

星
画

像
を

基
に

、
定

期
的

に
更

新
す

る
 

4
-
3
 

エ
ー

ヤ
ー

ワ
デ

ィ
・
デ

ル
タ

の
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
生

態
系

の
持

続
的

管
理

の
た

め
、

関
連

セ
ク

タ
ー

の
シ

ナ
ジ

ー
を

促
進

す
る

セ
ミ

ナ
ー

を
開

く
 

4
-
4
 

県
（
デ

ィ
ス

ト
リ

ク
ト

）
レ

ベ
ル

で
、

対
象

地
域

で
活

動
す

る
ド

ナ
ー

/
N

G
O

の
調

整
会

合
を

開
く
 

X
-
1
  

サ
イ

ク
ロ

ン
・
ナ

ル
ギ

ス
の

被
害

分
析

に
基

づ
き

、
ハ

ザ
ー

ド
・
マ

ッ
プ

を
作

成
す

る
 

X
-
2
 

対
象

地
域

の
簡

易
被

災
調

査
・
復

興
調

査
を

行
う

 

X
-
3
 

対
象

地
域

の
村

落
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
調

査
を

行
う

 
 

X
-
3
  

対
象

地
域

の
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
植

生
の

サ
イ

ク
ロ

ン
・
ナ

ル
ギ

ス
か

ら
の

復
旧

状
況

調
査

を
行

う
 

X
-
4
  

各
Ｒ

Ｆ
に

お
い

て
、

耐
サ

イ
ク

ロ
ン

構
造

を
備

え
た

C
F

普
及

・
苗

畑
セ

ン
タ

ー
を

再
建

す
る

 

X
-
5
  

対
象

地
域

に
お

け
る

実
施

機
関

・
協

力
機

関
の

災
害

復
旧

・
防

災
事

業
に

対
し

、
資

材
供

給
を

通
し

て
支

援
す

る
 
 

X
-
7
  

対
象

地
域

に
お

い
て

、
防

災
に

か
か

る
意

識
向

上
活

動
を

行
う

 

X
-
8
 

総
合

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

管
理

に
関

し
、

ド
ナ

ー
間

の
必

要
な

調
整

を
行

う
 

(注
):
 
Ｘ

，
Ｙ

，
Ｚ

等
未

定
の

計
画

値
は

2
0
1
2

年
3

月
ま

で
に

決
定

さ
れ

る
。

（
*
1
）計

画
値

は
ポ

ス
ト

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
戦

略
策

定
時

に
レ

ビ
ュ

ー
さ

れ
、

最
終

化
さ

れ
る

。
(*

2
) 

:計
画

値
に

は
、

2
0
1
1

年
に

再
選

定
さ

れ
た

Ｃ
Ｆ

Ｕ
Ｓ

Ｇ
の

Ｃ
Ｆ

管
理

計
画

の
実

際
の

計
画

及
び

Ａ
Ｒ

の
面

積
、

さ
ら

に
再

選
定

か
ら

も
れ

た
Ｃ

Ｆ
Ｕ

Ｓ
Ｇ

が
2
0
0
9
~2

0
1
0

年
に

復
旧

し
た

面
積

が
反

映
さ

れ
る

。
(*

3
):
 
計

画
値

に
は

、
2
0
1
1

年
に

再
選

定
さ

れ
た

Ｃ
Ｆ

Ｕ
Ｓ

Ｇ
の

Ｃ
Ｆ

管
理

計
画

の
実

際
の

計
画

が
反

映
さ

れ
る

。
(*

4
):
 
森

林
局

に
よ

る
「
Ｃ

Ｆ
管

理
」
は

、
Ｃ

Ｆ
関

連
活

動
の

計
画

、
監

督
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

＆
評

価
、

デ
ー

タ
整

理
・
分

析
を

含
む

と
定

義
さ

れ
る

。
(*

5
):
 
「
C

F
 
普

及
サ

ー
ビ

ス
」
に

は
、

Ｃ
Ｆ

Ｕ
Ｓ

Ｇ
の

組
織

化
、

Ｃ
Ｆ

Ｕ
Ｓ

Ｇ
の

組
織

・
運

営
能

力
強

化
、

Ｃ
Ｆ

管
理

計
画

の
作

成
・
実

施
や

Ｃ
Ｆ

Ｕ
Ｓ

Ｇ
の

所
得

創
出

活
動

に
対

す
る

技
術

的
サ

ポ
ー

ト
等

が
含

ま
れ

う
る

。
一

方
、

「
Ｃ

Ｆ
普

及
支

援
」
は

、
Ｃ

Ｆ
管

理
計

画
に

基
づ

く
植

林
へ

の
苗

木
提

供
、

Ｃ
Ｆ

活
動

へ
の

Ｃ
Ｆ

普
及

・
苗

畑
セ

ン
タ

ー
の

施
設

提
供

な
ど

の
物

質
的

支
援

と
定

義
さ

れ
る

。
(*

6
):
 ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
２

に
お

け
る

“
C

F
T
F

技
術

メ
ン

バ
ー

”
 
は

、
フ

ィ
ー

ル
ド

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
及

び
対

象
地

域
に

関
連

す
る

現
場

職
員

（
ス

タ
ッ

フ
・
オ

フ
ィ

サ
ー

、
レ

ン
ジ

・
オ

フ
ィ

サ
ー

、
デ

ピ
ュ

テ
ィ

・
レ

ン
ジ

・
オ

フ
ィ

サ
ー

、
フ

ォ
レ

ス
タ

ー
）
を

指
す
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PDME から PDM2 案への修正箇所 

3 

ＰＤＭＥから PDM2 案への主な修正箇所及びその理由・内容は以下に示す通り。 

 

表 1. PDM2 案のプロジェクトの要約部分の修正箇所 
＃ 修正箇所 理由、内容 

1 ＜修正前＞ 

 活動 2-10: Develop post-project strategy for CF management and CF 

extension & support 

 

＜修正後＞ 

 プロジェクトが作成中の PO2 案のアウトプット０（プロジェクト管理に関

するアウトプット）の活動に移動 

 ポスト・プロジェクト戦略作成は、ＣＦに

限定されるものではないので、アウトプ

ット２ではなく、アウトプット０に移動する

ことになった。（なお、PO2 案は、作成

中であるため、合同レビュー報告書に

は掲載していない） 

2 ＜修正前＞ 

 活動 4-1： Formulate an inter-agency coordination committee, 

consisting of relevant authorities (e.g. agriculture, fisheries, settlement 

and land records) at the Regional level to examine the underlying 

causes for mangrove deforestation in the Ayeyawady Delta.  

 活動 4-2：Update the land use information on periodic basis based on 

the up-to-date satellite images for discussion by the coordination 

committee members, including overall forest resource assessment of 

the region and mangrove forest conversion.  

. 

＜修正後＞ 

 活動 4-1：Organize an inter-agency coordination meeting, consisting of 

relevant authorities (e.g. agriculture, fisheries, settlement and land 

records) at the Regional level to examine the underlying causes for 

mangrove deforestation in the Ayeyawady Delta.  

 活動 4-2：Update the land use information on periodic basis based on 

the up-to-date satellite images for discussion by the coordination 

meeting members, including overall forest resource assessment of the 

region and mangrove forest conversion. 

 常設の省庁間調整委員会の公式な設

置は、行政手続き上困難であるという

評価結果から、より実現可能な、省庁

間調整会合の開催に修正した。 

3 ＜修正前＞ 

 活動 4-3：Conduct coordination among the committee members upon 

demand to coordinate instructions for the implementation of 

appropriate land use policies. 

 

＜修正後＞ 

 削除（活動 4-3 の削除に伴い、旧活動 4-4 を新 4－3 に修正） 

 地方レベルの省庁間調整会合におい

て、行政命令を調整することは現実的

ではないという意見があり、ＰＤＭの活

動から削除された。 

4 ＜追加）＞ 

 活動 4-4: Organize a coordination meeting with donors/NGOs active.in 

the Target Area at District Level 

 対象地域で活動をしている NGO/ドナ

ーと会合をもつべきとの中間レビュー

の提言により、追加 

 

表 2. PDM2 案のプロジェクト目標の指標の修正箇所 

＃ 修正箇所 理由、内容 

1 ＜修正前＞ 

 指標 a: By the Project end, mangrove forest coverage is increased by 

6,200 acres (*2) in the selected areas where project were 

implemented( i.e. CF plantation, CF-Natural Forest Improvement 

Operation (NFIO), and ARP sites) from the base year 2009.  
 

(*2): “6,000 acres ” is a tentative target, which was set based on 
the following  assumptions: (i) 20 CFUSGs are organized or 
reorganized during FY2009-FY2011; (ii) 200 acres is 
rehabilitated/ managed by each of the 20 CFUSGs (200 acres X 
20=4,000 acres): and (iii) a total of 2,000 acres is planted through 
AR.  The figure will be reviewed & finalized based on the results 
of the Joint Mid-term Review  

 

＜修正後＞ 

 指標 a: By the Project end, mangrove forest coverage is increased by 

X acres (Y ha) (*2) in the selected areas where project were 

 中間レビューにより、2009 年 1 月時点

の仮定に基づいて算出された暫定計

画値 (6,200 acres)は、実際の計画に

基づき、より現実的なものに改訂する

必要があることが明らかになった。

（「プロジェクト目標の実績」参照） 

 しかし、レビューの時点で、情報不足

（一部ＣＦ管理計画の未更新・未承認）

より、指標の計画値を検討することが

不可能であったため、Ｘエーカー（Ｙヘ

クタール）とした。 

 注釈についても、プロジェクト側との協

議に基づき、修正した。 
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implemented( i.e. CF plantation, CF-Natural Forest Improvement 

Operation (NFIO), and ARP sites) from the base year 2009. 

 

 (*2) :The planned value will be determined by March 2012, reflecting 

the actual plans delineated in the CF Management Plans of the 

CFUSGs reselected in 2011 and  Action Research as well as the area 

rehabilitated during 2009-2010 by the CFUSGs which were not 

reselected  

2 ＜修正前＞ 

 指標 b.At the end of the Project, in more than 80% of the villages, 

where the CF user groups (CFUSGs) were organized/ reorganized 

during 2009-2011, the percentage of households earning less than the 

average income of 100,000 kyats equivalent per year (base year 2002) 

decrease from the base year of CF organization/reorganization. 
 

＜修正後＞ 

 削除 

 中間レビューにより、指標 b は、プロジ

ェクト目標を測る指標として不適切だと

判断された。非ＣＦＵＳＧメンバーを含

む村落住民全体の世帯別平均所得

は、プロジェクト外の様々な要因に影

響されるからである。 

3 ＜修正前＞ 

 指標 c:At the end of the Project, among the registered  members of 

CFUSGs organized/reorganized during 2009-2011, more than 80% 

consider CF useful 

 

＜修正後＞ 

 指標 b:At the end of the Project, among the registered  members of 

all the target CFUSGs reselected in 2011, more than 80% consider CF 

useful 

 中間レビューでは、対象 CFUSG を、

2009 年～2011 年に組織化/再組織化

されたものから、さらに絞りこむことを

提言しているため、これにあわせて表

現を「2011 年に再選定されたＣＦＵＳ

Ｇ」に訂正した。 

 

表 3. PDM2 案のアウトプットの指標の修正箇所 

＃ 修正箇所 理由、内容 

1 ＜追加＞ 

 指標 1a：By July 2011, all the CF Management Plans of the CFUSGs, 

reselected in March 2011, are developed/updated 

 指標 1b：By the end of the Project, organizational capacity of the 

Management Committees (MCs) of all the target CFUSGs, reselected 

in 2011, reaches the Xth level of the Y evaluation rating set by the 

Project 

 指標 1c：The certified CF Management Plans (i.e. CF plantation and 

NFIO) of all the target CGUSGs reselected in 2011are implemented 

according their annual plans 

 アウトプット１の達成状況をより的確

に把握できるように、指標を追加し

た。なお、指標 1b 中のＸ，Ｙは、2012

年 3 月までに決定される予定である。

2 ＜修正前＞ 

 指標 1a：By the Project end, more than 4,000 acres (1,600ha) (*3) of 

mangrove forests are rehabilitated and managed by the CFUSGs 

organized/reorganized during 2009--2011 based on the certified CF 

Management Plans 

 

（*3）: “4,000 acres” is a tentative target, which was set based on the 

following assumptions: (i) 20 CFUSGs are organized or reorganized 

during 2009-2011; and (ii) 200 acres is rehabilitated/managed by 

each of the 20 CFUSGs.  The figure will be reviewed & finalized 

based on the results of the Joint Mid-term Review  

 

＜修正後＞ 

 指標 1d：By the Project end, more than X acres (Y ha) (*3) of 

mangrove forests are rehabilitated and managed by the CFUSGs 

reselected in 2011 based on the certified CF Management Plans, 

including CF plantation and NFIO when applicable 

 

(*3): The planned value will be determined by March 2012, reflecting 

the actual plans delineated in the CF Management Plans of the 

CFUSGs reselected in 2011. 

 中間レビューにより、2009 年 1 月時点

の仮定に基づいて算出された暫定計

画値 (4,200 acres)は、実際の計画に

基づき、より現実的なものに改訂する

必要があることが明らかになった。

（「アウトプット１の実績」参照）。しか

し、レビューの時点で、情報不足（一

部ＣＦ管理計画の未更新・未承認）よ

り、指標の計画値を検討することが不

可能であったため、Ｘエーカー（Ｙヘク

タール）とした。 

 注釈についても、プロジェクト側との

協議に基づき、修正した。 

 中間レビューでは、対象ＣＦＵＳＧを、

2009 年～2011 年に組織化/再組織化

されたものから、さらに絞りこむことを

提言しているため、「2011 年に再選定

されたＣＦＵＳＧ」に修正した。 
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＃ 修正箇所 理由、内容 

3 ＜修正前＞ 

 指標 1ｂ：By the Project end, all active the CFUSGs 

organized/reorganized during 2009--2011 start to gain profit from CF 

activities determined in the certified CF Management Plans and/or 

income generation activities supported by the Project. 

 

＜修正後＞ 

 指標 1e：By the Project end, all the CFUSGs reselected in 2011 start 

to gain profit from CF activities determined in the certified CF 

Management Plans and/or income generation activities supported by 

the Project. 

 中間レビューでは、対象ＣＦＵＳＧを、

2009 年～2011 年に組織化/再組織化

されたものから、さらに絞りこむことを

提言しているため、「2011 年に再選定

されたＣＦＵＳＧ」に修正した。 

４ ＜追加＞ 

 指標 2a：By the end of the Project, capacity of X % of technical 

members of CF Task Force,  engaged in the Project more than two 

years reaches the Yth level of the Z evaluation rating set by the 

Project for each level on CF management and extension/support 

 アウトプット２の達成度をより的確に

把握できるように、指標を追加した。

なお、指標 1b 中のＸ，Ｙは、プロジェク

ト内で検討を経て、2012 年 3 月までに

決定される予定である 

５ ＜修正前＞ 

 指標 2a：Ｍore than 80% of all registered members of the CFUSGs 

organized/reorganized during 2009-2011 are active  

 
＜修正後＞ 

 指標 2b:On average, more than 80% of all registered members of the 

CFUSGs reselected in 2011 give the highest or medium rate on 

three-level rating about “degree of understanding”, “degree of 

applicability”, and “degree of satisfaction” of the CF extension they 

received. 

 アウトプット 2 の達成度をより的確に

把握できるように、指標を修正した。 

 

6 ＜修正前＞ 

 指標 2b：Each year, new communities continue to express interest in 

organizing CFUSGs. 

 

＜修正後＞ 

 削除 

 中間レビューにより、指標 2b は、アウ

トプット２の達成度を測る指標として不

適切であると判断された。新たなコミ

ュニティがＣＦＵＳＧの組織化に関心を

示すかどうかは、ＦＤによるＣＦ管理・

支援以外の諸要因にも影響されるか

らである。 

７ ＜修正前＞ 

 指標 4a：By December 2011, an inter-agency coordination committee 

is officialized  

 

＜修正後＞ 

 指標 4a: By December 2011, an inter-agency coordination meeting is 

formulated by the FD  

 

 表１の＃２に記したように、常設の省

庁間調整委員会の公式な設置は、行

政手続き上困難であるという評価結

果から、より実現可能な、省庁間調整

会合の設置に修正した。 

８ ＜追加＞ 

 指標 4e： A donor/NGO coordination meeting for the Target Area organized 

by the FD once a year 

 表１＃４に記した活動追加に伴い、指

標を追加 
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